
新規事業採択時評価結果（平成２５年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

 

事業名 
一般国道１０３号 

奥入瀬
お い ら せ

（青橅山
あおぶなやま

）バイパス 

事業 

区分 
 一般国道 

事業

主体

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：青森

あおもり

県十和田
と わ だ

市青橅
あおぶな

 

至：青森
あおもり

県十和田
と わ だ

市子の口
ね の く ち

 
延長  5.2km 

事業概要  

 国道１０３号は、青森県青森市を起点として秋田県大館市に至る主要幹線道路であり、主要な産業・生活道

路、観光道路として、青森県、秋田県の社会経済活動を支える重要な路線である。 

また、十和田八幡平国立公園内特別保護地区内（奥入瀬渓流）を通過するとともに、十和田湖周辺での冬期

通行可能な唯一の道路であり、重要な役割を担っている 

事業の目的、必要性  

当該事業の整備により、青森県南部地区と秋田県北間の定時性、速達性が確保されるとともに、緊急輸送道

路の確保としての信頼性向上が図られる。また、幹線道路ネットワークが強化されることにより、産業活動支

援、観光活性化、医療施設へのアクセス向上等、地域間の交流連携が促進される。 

全体事業費  約２３０億円 計画交通量 約 ３，０００台／日 

事業概要図  

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

【青森県知事】 自然災害から人命を守り、かつ広域的な連携・交流を支えるとともに、奥入瀬渓流沿いの豊

かな自然環境を保護するためにも極めて重要な路線であることから早期に整備されることをお願いする。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・ 新規事業化については妥当である。 

・ 防災面の効果のみならず、季節的な交通需要への対応、奥入瀬渓流などの地域の観光価値の向上等の観点か

らも大きな効果が見込まれるものである。 

 
事業採択の前提条件  

■費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

■手続きの完了：都市計画決定の対象外。 

 

事業評価結果 

 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ 1.1 

総費用 174億円 総便益 186億円 基準年  

事業費： 171億円 

維持管理費： 4.1億円 

走行時間短縮便益： 168億円 

走行経費減少便益： 17億円 

交通事故減少便益： 1.8億円 

平成 24 年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C=0.98 （交通量   -10％） B/C=1.3 （交通量   +10％） 

事業費変動 B/C=0.98 （事業費変動 +10％） B/C=1.2 （事業費変動 -10％） 

事業期間変動 B/C=0.97 （事業期間変動 +20%） B/C=1.1 （事業期間変動 -20%） 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ○ 

観光期における観光交通と生活交通の分離により渋滞が改善される。 

焼山温泉郷～湖畔（休屋）間の所要時間 

 【現 況】77分、21km/h   【整備後】28分、50km/h （49分短縮） 
 

事故対策 － 注目すべき影響はない 

歩行空間 － 注目すべき影響はない 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ○
・現道の多数の幅員狭隘箇所や線形不良箇所（66箇所）を回避し、安全な生活交通、観光交通

を確保される。 

地域経済 ○
・奥入瀬渓流、十和田湖へのアクセスルートの機能が向上し、地域活性化が期待される。 

（年間観光客入込数 約240万人） 

災 害 ◎
・災害で過去10年間に奥入瀬渓流区間で27回、七曲区間で8回の全面通行止めを実施している

箇所を迂回し、災害に強い道路に改築することにより、安全な通行を確保 

環 境 ○
・奥入瀬渓流区間の通行車両からの排ガス・騒音等による影響が軽減され、渓流沿いの自然 

環境が保全される。 

地域社会 ○ ・奥入瀬渓流区間の通過交通が転換され、散策時の安全性や快適性が飛躍的に向上 

事業実施環境 ○ ・地元より整備に対する要望が強い。 

 

 

採択の理由 
費用便益比が1.1と便益が費用を上回っており、事業採択の前提条件が確認できる。 

現道問題箇所の回避により災害時における緊急輸送道路の確保、観光の活性化支援、医療施設への速達性向上

に寄与する等、当該事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業を平成２５年度予算要求の新事業箇所として要求する。 
 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：三浦 真紀      

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

一一般般国国道道 110033 号号  

奥奥入入瀬瀬（（青青橅橅山山））  
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供用中

事業中

対象区間

Ｎ



１．事業の概要

２．必要性の評価

（１）課題の整理

参考：平成２５年度予算要求に係る新規事業採択時評価（防災機能の評価）

事業名 一般国道１０３号　奥入瀬（青橅山）バイパス 事業区分 一般国道 事業主体 東北地方整備局

当該事業地域の課題・上位計画等

起終点
青森県十和田市青橅
　　　　　　～青森県十和田市子の口

延長

事業概要

目的

一般国道１０３号は、青森県青森市を起点として秋田県大館市に至る主要幹線道路であり、主要な産業・生活道路、観光道路とし
て、青森県、秋田県の社会経済活動を支える重要な路線である。
また、十和田八幡平国立公園内特別保護区内（奥入瀬渓流）を通過するとともに、十和田湖周辺での冬期通行可能な唯一の道路で
あり、重要な役割を担っている

５．２ｋｍ

・過去10年間に、災害により奥入瀬渓流区間で27回、
七曲区間で8回の全面通行止
・平成11年の法面崩壊発生時には、3ヶ月半の通行止
めが生じている。
・通行止め期間中は、約３５分の迂回を強いられ、観光
客や地域住民の救助活動に支障

※東北圏広域地方計画
「総合的な災害対策の推進
・ハード対策として、緊急輸送道路の強化、格子状骨格道路ネット
ワークの整備、代替性（リダンダンシー）のある道路交通網の整備を
推進する。」

※青森県「青森県基本計画未来への挑戦」
「安全安心な県土の整備
・環境や景観に配慮しながら、災害に強い県土づくり（山地の保全、
道路、河川、海岸、砂防、ため池の整備など）を促進します。」

事業費 約２３０億円 ３便益Ｂ／Ｃ 1.1

評価項目

防災・災害時の
救助活動等

（２）事業の必要性

－

住民生活

・当該箇所は、すれ違い困難(W<5.5m) 箇所が多数存
在するとともに、線形不良箇所(R<100m)が66箇所存在
・国立公園の特別保護地区のため、現道改良等の抜
本的な対策ができず、生活交通、観光交通に支障

※東北圏広域地方計画
「生活と観光交流を支えるネットワークの形成
・日常生活における住民の安全で快適な移動や観光交流の促進を
支えるために、生活圏域を支える幹線道路ネットワークの整備を推
進する。」

※青森県「青森県基本計画未来への挑戦」
「上北地域　観光産業の競争力強化と滞在保養型観光の振興
・十和田湖・奥入瀬渓流と各地域の資源を組み合わせた広域観光
ルートの形成」

地域社会
地域経済

 ・当該箇所は、景勝地である奥入瀬渓流を通過してい
ることから、観光期には生活交通と観光交通が輻輳し
渋滞が発生。
 ・渋滞により通行車両からの排ガス・騒音等による自然
環境や公園利用環境に対し影響

※青森県「青い森のみちづくり」
「あおもりの自然と調和し活用する道づくり
・奥入瀬渓流へのマイカー等の乗り入れを規制し、自然環境保全と
観光客が安心して散策できる渓流環境を実現するには安全な代替
路（バイパス）が不可欠」

・当該事業の整備により、青森県南部地区と秋田県北間の定時性、速達性が確保されるとともに、緊急輸送道路の確保と
しての信頼性向上が図られる。また、幹線道路ネットワークが強化されることにより、産業活動支援、観光活性化等、地域
間の交流連携が促進される。

その他

担　当　課：道路局　国道・防災課

担当課長名：三浦　真紀

３．有効性の評価
（１）ネットワーク上のリンクとしての評価

◎

○

（２）当該事業としての評価

評価

効果 評価

　①主要都市・拠点間の防災機能の向上

Ｃ
（Ａ）
Ａ

区間

リンクの評価

現状
（整備前）

（目標）
整備後

リンクの評価
効果

・現道は異常気象時通行規制区間に指定されている事により寸断される
可能性があるため、災害危険性が高い。しかし、近傍に迂回路が存在する
（Ｃランク）。
・異常気象時通行規制区間を避けて計画されている本道路は、十和田市
～鹿角市間の最短時間経路である事から、当該リンクの災害危険性のな
いかつ多重性のあるＡランクに改善される。

　②ネットワーク全体の防災機能の向上

十和田市

（主要な都市）

鹿角市

（主要な都市）

評価弱点度
（整備前）

弱点度
（整備後）

改善度

1.2 1.0 1.2
当該リンクの整備により、十和田市から鹿角市間の災害時の迂回が解消
することにより、ネットワーク全体の防災機能向上。

評価項目 事業による効果

防災 災害時の 災害で過去10年間に奥入瀬渓流区間で27回 七曲区間で8回の全面通行止めを実施している箇所を迂回し 災
○

○

○

（３）事業の有効性

地域経済
地域社会

・東北有数の観光地である奥入瀬渓流区間の通過交通がバイパスに転換され、渓流沿いの自然環境が保全される
ほか、観光客による散策時の安全性や快適性が飛躍的に向上する事により、地域経済の活性化に寄与。（年間観
光客入込数　約240万人）

防災・災害時の
救助活動等

・災害で過去10年間に奥入瀬渓流区間で27回、七曲区間で8回の全面通行止めを実施している箇所を迂回し、災
害に強い道路に改築することにより、安全な通行を確保

住民生活 ・現道の多数の幅員狭隘箇所や線形不良箇所を回避し、安全な生活交通、観光交通を確保される。

・当該事業の実施により、ネットワーク上のリンクの評価がＣランク→Ａランクに改善するとともに、不通リンクの解消により
ネットワーク全体の防災機能が強化される。
・また、本事業において、事前通行規制区間を回避するとともに、観光の安全性や快適性が飛躍的に向上する事により地
域経済の活性化に寄与するなど、有効性の高い事業と評価する。

その他 －



４．事業実施環境・第三者意見

５．対応方針

事業実施環境 ・青森県をはじめ関係市町村が国直轄事業での早期事業化を要望

・現道問題箇所の回避により災害時における緊急輸送道路の確保、観光の活性化支援に寄与する等、当該事業の必要
性・効果は高いと判断できる。
以上より、本事業を平成２５年度予算要求の新事業箇所として要求する

青森県
「異存はありません。自然災害から人命を守り、かつ広域的な連携・交流を支えるとともに、奥入瀬渓流沿いの豊かな自然環
境を保護するためにも極めて重要な路線であることから早期に整備されることをお願いする。」との意見を頂いた。

社会資本整備審議会
道路分科会
事業評価部会

「新規事業化については妥当である。」との意見を頂いた。
「防災面の効果のみならず、季節的な交通需要への対応、奥入瀬渓流などの地域の観光価値の向上等の観点からも大き
な効果が見込まれるものである。」との意見を頂いた。

社会資本整備審議会
地方小委員会

「新規事業化については妥当である。」との意見を頂いた。
「奥入瀬渓流からバイパスへ交通が転換されることで防災や地域観光及び環境保全にも寄与する重要な事業。」との意見を
頂いた。


